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多可郡多可町中区高岸で得たタマムシ類

松尾隆人
多可郡多可町中区高岸の山中に直径 20cm 程のコナ

ラ伐倒木と粗朶が放置されていた．当地は標高約 150m
で周囲はヒノキやスギの植林とアベマキやコナラなどを
主体とした雑木林になっている．筆者は 2019 年 5 月
末から約 1 ヶ月間，当地で枯材等に集まるタマムシ類
の調査を行ったところ，以下の種が得られたので報告す
る．採集者は全て筆者自身であり，採集データが 3 件
以上に及ぶ場合は，2 件目の後に「．ほか」と記載して
他データを省略した．なお，学名は大桃・福富（2013）
に従った．

1． ア オ マ ダ ラ タ マ ム シ　Nipponobuprestis 
(Nipponobuprestis) amabilis (Vollenhoven, 1864)

3．VI．2019．1ex.；4．VI．2019．1ex.．ほか

藤色のショベルカーから滲み出た潤滑油に飛来した．

2． ク ロ ホ シ タ マ ム シ　Lamprodila (Palmar) virgate 
(Motschulsky, 1859)

29．V．2019．1ex.；30．V．2019．2exs.．ほか

3． ム ツ ボ シ タ マ ム シ　Chrysobothris succedanea E. 
Saunders, 1873

5．VI．2019．1ex.；6．VI．2019．1ex.．ほか

4．オオムツボシタマムシ　Chrysobothris ohbayashii Y. 
Kurosawa, 1948

30．V．2019．2exs.；1．VI．2019．3exs.．ほか

5．クロナガタマムシ　Agrilus cyaneoniger E. Saunders, 
1873

6．VI．2019．1ex.；9．VI．2019．1ex.．ほか

6．ケヤキナガタマムシ　Agrilus spinipennis Lewis, 1893
9．VI．2019．1ex.；13．VI．2019．1ex.．ほか

7． ト ガ リ カ ラ カ ネ ナ ガ タ マ ム シ　Agrilus madeci 
Baudon, 1968

24．V．2019．2exs.；26．V．2019．1ex.．ほか

8．シロテンナガタマムシ　Agrilus sospes Lewis, 1893
3．VI．2019．1ex.；5．VI．2019．1ex.．ほか

9． コ ク ロ ナ ガ ナ ガ タ マ ム シ Agrilus yamawakii Y. 
Kurosawa, 1898

6．VI．2019．1ex. ；9．VI．2019．1ex.．ほか

カラスザンショウ生木の幹より得た．

10．ウグイスナガタマムシ　Agrilus tempestivus Lewis, 1893
26．V．2019．1ex.；29．V．2019．2exs.．ほか

11． オ オ ウ グ イ ス ナ ガ タ マ ム シ　Agrilus asiaticus 
Kerremans, 1898

3．VI．2019．2exs.；4．VI．2019．2exs.．ほか

12．ホソアシナガタマムシ　Agrilus ribbei Kiesenwetter, 1879
24．V．2019．1ex.；26．V．2019．11exs.．ほか

13．クヌギナガタマムシ　Agrilus friebi Obenberger, 1922
4．VI．2019．1ex.

14． ミ ツ ボ シ ナ ガ タ マ ム シ　Agrilus trinotatus E. 
Saunders, 1873

4．VI．2019．1ex. ；9．VI．2019．1ex.
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15．アサギナガタマムシ　Agrilus moerens E. Saunders, 1873
3．VI．2019．1ex.

16．ヒメアサギナガタマムシ　Agrilus hattorii Nakane, 1983
29．V．2019．1ex.；4．VI．2019．1ex. 

17． ア オ グ ロ ナ ガ タ マ ム シ　Agrilus viridiobscurus E. 
Saunders, 1873

29．V．2019．1ex.；8．VI．2019．1ex.．ほか

18． ソ ー ン ダ ー ス チ ビ タ マ ム シ　Trachys saundersi 
Lewis, 1893

23．VI．2019．1ex.

タケニグサの葉表より得たもので，近くのウツギか
ら飛来したものと思われる．

○参考文献
大桃定洋・福富宏和，2013．日本産タマムシ大図鑑．

むし社

（Takahito MATSUO 多可郡多可町中区）

兵庫県たつの市揖保川沿いのフェモラータオオモモブト
ハムシの記録

大庭伸也
フ ェ モ ラ ー タ オ オ モ モ ブ ト ハ ム シ Sagra femorata 

(Dury, 1773) はインドから東南アジア，中国南部に分布
する大型のハムシで，オスの後脚は大きく発達している．
本種は 2006 年に三重県松坂市で確認された後（戎谷・
宮武 , 2011）に，三重県内で分布域を拡大し続け（秋
田ら2010, 2011），2017年以降は愛知県名古屋市（河路, 
2019）と大阪府池田市（齋藤 , 2019）でも確認されて
いる．兵庫県内では，2016 年 7 月に宍粟市中心街（三木 , 
2017），2017 年 7 月にたつの市新宮町の栗栖川沿い（刈
田 , 2019）でそれぞれ 1 例が確認されている．これら
の報告に続くものとして，たつの市新宮町揖保川沿いで
新たに 2 個体を確認したので報告する．

2019 年 7 月 8 日の午前 8 時頃，たつの市新宮町下
笹の揖保川河川敷のセイタカアワダチソウに定位してい
る 1 個体を発見した．図 1 の通り，光沢の強い赤色系
統の個体で，周辺を探索したが，その他の個体は得られ
なかった．筆者はその存在を知っていたものの，兵庫県
内で記録があるとは知らなかった．上記日時に偶然，河
川敷を歩いている際に金属光沢の強い異彩を放つ甲虫が

いたので，立ち止まって注意深く観察したところ本種で
あった．更に，2019 年 7 月 27 日の 18 時半頃，たつ
の市新宮町下野のアスファルト上で 1 個体の死体を発
見した（図 2）．

兵庫県ではこれまでに宍粟市と，今回と同じくた
つの市新宮町の栗栖川沿いで発見されている（刈田 , 
2019）．いずれの報告共に，確実な発生・定着は確認さ
れていなかったが，本報告を含めて 2016 年以降で宍粟
市と隣接するたつの市から 3，4 例目の報告となること
から，偶発的な記録とは考えにくく，すでに繁殖してい
るものと推察される．本種はクズを主なホストとするが，
他のマメ科植物も利用しているため，農業害虫としても
今後の分布拡大が懸念される．今後の動向にも注意すべ
きであろう．
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図 1　確認されたフェモラータオオモモブトハムシ（たつの市
新宮町下笹）.

図 2　確認されたフェモラータオオモモブトハムシの死体（た
つの市新宮町下野）.


